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最
大
の
争
点

地
裁
認
定

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事

故
を
巡
る
訴
訟
で
前
橋
地
裁
が

１７
日
に
示
し
た
判
決
は
、
東
電

が
２
０
０
２
年
ご
ろ
に
は
第
１

原
発
が
津
波
に
襲
わ
れ
る
可
能

性
を
知
り
得
た
と
認
定
し
た
。

予
見
可
能
だ

っ
た
時
期
が
い
つ

な
の
か
は
訴
訟

の
最
大
争
点

で
、
原
告
側
は

「０２
～
０８
年
の

東
日
本
人
震
災
で
津
波
に
襲
わ
れ
た

直
後
の
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
＝

２
０
１
１
年
３
月
１１
日

（国
交
省
東

北
地
方
整
備
局
撮
影
）
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間
」
と
主
張
し
て
い
た
が
、
最

も
早
い
０２
年
時
点
と
認
め
ら
れ

た
。
さ
ら
に

「０８
年
に
は
実
際

に
予
見
し
て
い
た
」
と
踏
み
込

ん
だ
。
東
電
と
国
は

「巨
大
津

波
は
想
定
外
だ

っ
た
」
と
過
失

を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
た
。

０２
年
に
は
、
政
府
の
地
震
調

査
研
究
推
進
本
部
が
、
三
陸
沖

か
ら
房
総
沖
で
起
こ
り
得
る
津

波
地
震
の
長
期
評
価
を
公
表
。

「福
島
県
沖
を
含
む
太
平
洋
側

の
日
本
海
溝
沿
い
で
マ
グ

ニ
チ

ユ
ー
ド

（Ｍ
）
８
級
の
津
波
地

震
が
３０
年
以
内
に
２０
％
程
度
の

確
率
で
発
生
す
る
」
と
の
内
容

だ

っ
た
。
取
り
ま
と
め
た
の
は

原
告
側
の
証
人
で
、
原
発
事
故

後
に
原
子
力
規
制
委
員
を
務
め

た
島
崎
邦
彦
東
京
大
名
誉
教
授

（地
震
学
）
。

だ
が
当
時
は
、
原
発
な
ど
の

防
災
想
定
で
は

「過
去
に
実
際

に
起
き
た
最
大
地
震
を
考
慮
す

れ
ば
よ
い
」
と
の
考
え
方
が
支

配
的
だ

っ
た
。
過
去
４
０
０
年

間
に
福
島
県
沖
で
は
大
地
震
が

起
き
て
い
な
い
た
め
、
長
期
評

価
に
つ
い
て
は
、東
電
も
、経
済

産
業
省
の
旧
原
子
力
安
全
・
保

安
院
も
考
慮
せ
ず
津
波
対
策
を

先
送
り
に
。訴
訟
で
は
「地
震
学

者
の
間
で
も
異
論
が
あ

っ
た
」

「
一
つ
の
仮
説
」
と
し
て
い
た
。

島
崎
氏
は
１５
年
７
月
、
千
葉

地
裁
で
の
同
種
訴
訟
で

「長
期

評
価
に
基
づ
い
た
津
波
の
高
さ

の
試
算
は
、
発
表
か
ら
数
力
月

程
度
で
可
能
だ

っ
た
」
と
の
見

解
を
示
し
た
。

前
橋
地
裁
の
判
決
は
、
長
期

評
価
に
つ
い
て

「地
靡唇
子
者
の

見
解
を
［平
人
公
約
数
的
に
ま
と

め
て
お
り
、
第
１
原
発
の
津
波

対
策
を
取
る
に
当
た
り
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
合
理
的
な

も
の
だ

っ
た
」
と
認
定
。
第
１

原
発
の
敷
地
を
超
え
て
非
常
用

電
源
設
備
を
浸
水
さ
せ
る
程
度

の
津
波
襲
来
は
「遅
く
と
も
（長

期
評
価
が
発
表
さ
れ
た
）
０２
年

７
月
３１
日
か
ら
数
力
月
後
の
時

点
で
予
見
で
き
た
」
と
し
た
。

そ
の
後
、
東
電
が
長
期
評
価

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
第
１

原
発
を
襲
う
津
波
の
高
さ
を
試

算
し
た
の
は
０８
年
。
津
波
研
究

者

の
助
言
が
き

っ
か
け
だ

っ

た
。
東
電
の
子
会
社
が
報
告
し

た
試
算
結
果
は
、
１
８
９
６
年

の
明
治
三
陸
地
震
（Ｍ
８

ｏ
２
）

ク
ラ
ス
の
地
震
が
福
島
県
沖
で

起
き
た
と
想
定
す
る
と
、
高
さ

１０
研
の
第
１
原
発
の
敷
地
を
大

き
く
超
え
る
津
波
が
襲
来
し
敷

地
南
側
で
は
東
日
本
大
震
災
と

同
規
模
の
最
大
１５

ｏ
７
研
が
押
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し
寄
せ
る
と
の
内
容
だ

っ
た
。

東
電
は

「実
際
に
発
生
し
た

津
波
は
、
規
模
や
襲
来
経
路
な

ど
が
試
算
結
果
と
は
大
き
く
異

な

っ
て
お
り
、
試
算
に
基
づ
き

防
潮
堤
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て

い
た
と
し
て
も
被
害
は
避
け
ら

れ
な
か

っ
た
」
と
主
張
し
た
。

判
決
は

「試
算
結
果
が
出
た

０８
年
に
は

（巨
大
津
波
を
）
実

際
に
予
見
し
て
い
た
。
非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
建
屋
上

階
に
設
置
す
る
な
ど
の
対
策
が

取
ら
れ
て
い
れ
ば
、
事
故
は
発

生
し
な
か

っ
た
」
と
断
じ
た
。

東
電
は
こ
の
試
算
結
果
を
公

表
せ
ず
、
震
災
４
日
前
の
■
年

３
月
７
日
に
な
る
ま
で
旧
保
安

院
に
報
告
し
て
い
な
か

っ
た
。


